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第15回総会次第

開会のあいさつ
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会長あいさつ

来賓あいさつ
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平成3年度決算報告

平成3年度会計監査報告

平成4年度活動方針（案）

平成4年度予算（案）

平成4年度役員（案）

スローガンの採択

総　会　宣　言

議　長　解　任

閉会のあいさつ

記念講演会
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講師　岩見沢市立総合病院　副院長　大平　整両先生
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平
成
－
3
－
年
虔
l
活
動
∵
報
－
告

1
　
は
じ
め
に

私
達
、
造
幣
協
は
　
「
誰
で
も
、
い
つ

で
も
、
と
こ
で
も
透
析
が
受
け
ら
れ
る
」

「
安
心
し
て
医
療
を
受
け
生
活
し
て
い

け
る
よ
う
、
医
療
制
度
、
社
会
保
障
制

度
を
国
民
本
位
に
す
る
」
　
こ
と
を
運
動

の
柱
に
、
全
腎
協
と
の
連
携
を
強
め
な

が
ら
、
平
成
3
年
度
の
活
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
私
達
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
医
療

技
術
の
著
し
い
進
歩
に
反
し
て
、
医
療

社
会
保
障
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
、

圏
の
社
会
保
障
施
策
後
退
の
流
れ
は
依

然
と
し
て
強
化
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。

本
来
国
が
責
任
を
負
う
べ
き
社
会
保

障
制
度
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
と
は
困

難
と
し
て
「
国
庫
負
担
削
減
」
「
受
益
者

負
担
の
強
化
」
　
「
自
助
努
力
」
な
ど
と
、

国
民
に
負
担
を
課
そ
う
と
し
て
い
る
の

です。l
月
に
は
、
脳
死
臨
調
の
最
終
報
告

が
で
ま
し
た
。

脳
死
状
態
か
ら
の
臓
器
摘
出
に
つ
い
て

は
厳
し
い
条
件
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
が

お
お
む
ね
容
認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

今
後
、
脳
死
が
立
法
化
さ
れ
正
式
に
容

認
さ
れ
な
け
れ
ば
移
植
は
進
ま
な
い
と

お
も
わ
れ
ま
す
。
こ
の
様
に
騨
器
移
植

へ
の
準
備
は
着
々
と
進
行
中
で
す
。
し

か
し
、
移
植
希
望
者
が
す
べ
て
移
植
で

き
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
間
に
も
透
析
導
入
患
者
は
増

え
続
け
、
患
者
の
高
齢
化
や
長
期
透
析

強
者
の
合
併
症
・
要
介
護
問
題
な
ど
様
々

な
面
で
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

全
腎
協
で
も
要
介
護
問
題
委
員
会
を

作
り
、
対
策
案
を
作
成
し
て
、
各
方
面

へ
の
働
き
を
強
化
し
て
い
く
方
針
で
す
。

私
達
遺
腎
協
は
こ
う
し
た
複
雑
な
状

況
の
中
で
、
前
回
総
会
で
確
蕗
し
た
活

動
方
針
に
そ
っ
て
地
域
の
各
患
者
会
と

共
に
多
様
な
運
動
と
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

2
　
1
年
間
の
主
な

活
動
と
成
果

川
　
全
腎
協
活
動
の
参
加
に

つ
い
て

①
　
全
腎
協
総
会
参
加

5
月
2
6
日
東
京
に
お
い
て
全
腎
協
2
0

周
年
記
念
第
2
1
回
総
会
が
全
国
4
7
都
道

府
県
か
ら
会
n
・
家
族
・
医
療
関
係
者

な
ど
8
0
0
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
も
2
0
周
年
と
い
う
こ
と

で
9
名
参
加
し
ま
し
た
。

②
　
全
腎
協
の
運
営
と
協
力

遣
腎
協
は
今
年
度
も
全
腎
協
の
運
営

に
積
極
的
に
協
力
し
、
席
岡
副
会
長
が

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
全
腎
協

の
運
営
委
員
に
な
り
、
佐
藤
利
国
運
営

委
員
が
全
腎
協
幹
事
の
任
に
あ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
て
き
ま
し

た。0
0
　
腎
提
供
登
録
者
拡
大
運
動

に
つ
い
て

全
腎
協
が
昭
和
5
6
年
よ
り
「
全
国
l

斉
街
頭
登
録
者
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
取
り
組
ん
で
1
1
回
目
、
昭
和
6
1
年
よ

り
厚
生
省
が
定
め
た
　
「
腎
移
植
推
進
月

間
」
　
に
呼
応
し
、
道
腎
協
も
こ
の
　
r
月

間
」
を
よ
り
盛
り
上
げ
、
腎
バ
ン
ク
へ

の
登
録
者
の
拡
大
を
目
指
す
啓
発
運
動

な
ど
の
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
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今
後
も
特
に
次
の
3
つ
を
目
標
と
し

て
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

①
　
啓
華
活
動
だ
け
で
な
く
、
実
質
的

な
腎
バ
ン
ク
登
録
を
め
ざ
す
。

②
　
関
係
団
体
と
協
力
し
て
す
す
め
る
。

③
　
家
族
登
録
を
す
す
め
る
。

1
0
月
6
日
、
全
道
的
に
晴
天
に
恵
ま

れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
2
0
数
カ
所
で
全
道
一

斉
に
取
り
組
ま
れ
、
参
加
人
数
は
患
者
・

家
族
・
行
政
・
医
療
関
係
者
・
腎
バ
ン

ク
・
腎
移
植
者
協
議
会
エ
フ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
等
4
0
0
人
位
の
規
模
で
行
わ

れ
、
大
き
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
風
船
・
尿
試
験

紙
・
チ
ラ
シ
等
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
無
料
血
圧
測
定
、
腎
臓
病
相
談

が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
厚
生
省
の
「
腎
移
植
推
進
月
間
」

に
な
ら
い
、
1
0
月
1
9
日
北
海
道
腎
臓
バ

ン
ク
主
催
の
腎
移
植
推
進
月
岡
講
演
会

が
旭
川
で
囲
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
運
動
の
主
体

が
必
着
会
だ
け
で
な
く
、
行
政
・
医
師

会
二
フ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
難
病
連
等

と
合
同
で
道
民
的
運
動
を
発
展
さ
せ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

全
移
植
希
望
者
の
移
植
実
現
に
は
現

在
の
1
0
0
倍
の
提
供
登
録
者
が
必
要

です。

北
海
道
の
腎
臓
移
植
提
供
登
録
者
は

1
2
、
0
6
1
名
（
4
年
2
月
）
全
国

で
は
3
3
1
、
6
5
4
　
（
4
年
2
月
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

㈱
　
国
会
請
願
書
名
・

募
金
運
動
に
つ
い
て

私
達
は
、
医
療
と
福
祉
の
向
上
を
め

ざ
し
、
腎
疾
患
総
合
対
策
の
確
立
の
願

い
を
実
現
す
る
た
め
、
今
年
度
も
全
腎

協
と
日
本
患
者
・
家
族
団
体
（
J
P
C
）

と
有
料
道
路
割
引
適
用
の
3
つ
の
国
会

請
願
署
名
と
2
つ
の
募
金
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

」
・

、
　
　
－

▼

巌t■■
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6月2日　医群れ漬会（札幌）

昨
年
1
0
月
か
ら
2
カ
月
刷
、
患
者
会

H
の
こ
協
力
で
、
全
関
脇
署
名
2
3
、

3

8

6

名

、

労

金

1

、

3

3

9

、

3

9

0
円
（
内
訳
　
全
問
協
1
5
％
2
0
0

9
0
9
円
、
道
幣
協
5
0
％
6
6
9
、
6

9
5
円
、
各
地
方
フ
ロ
ッ
ク
3
5
％
4
6

8
、
7
8
6
円
）
。

J
P
C
署
名
9
、
7
1
0
名
　
募
金

1
8
2
、
3
9
2
円
、
有
料
道
路
署
名

6
、
3
2
2
名
の
成
果
で
し
た
。
こ
の

国
会
請
願
非
金
は
国
会
請
願
行
動
費
、

道
腎
協
、
各
地
方
腎
友
会
の
貴
屯
な
活

動
の
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
腎
協
の
国
会
請
願
行
動
は
本
年
3

月
2
6
日
、
全
国
か
ら
代
表
者
が
参
加
し
、

道
腎
協
か
ら
は
腐
岡
速
夫
氏
（
苫
小
牧
）
・

鈴
木
春
美
氏
　
（
深
川
）
・
白
山
石
政
春
氏

（
道
南
）
　
の
3
名
が
本
道
選
出
の
衆
・

参
両
院
議
n
及
び
厚
生
省
黍
n
会
に
所

属
す
る
議
員
に
紹
介
議
員
に
な
っ
て
戴

く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

l
P
C
の
国
会
請
願
行
動
は
本
年
6

月
8
日
に
行
わ
れ
、
多
く
の
紹
介
議
員

に
よ
り
厚
生
委
員
会
に
拉
出
さ
れ
ま
し

た。

こ
の
国
会
請
願
署
名
に
お
い
て
は
、

航
空
運
賃
や
J
R
運
憶
の
割
引
、
透
析

中
の
食
事
代
の
無
料
化
等
、
沢
山
成
果

を
収
め
て
い
ま
す
。

㈱
　
組
織
拡
大
に
つ
い
て

会
n
欲
は
平
成
2
年
度
末
で
2
、
4

2
2
名
で
し
た
が
、
こ
の
1
年
問
で
2
、

5
4
4
名
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
2
年
1
2
月
末
で
全
道
の
透
析
怨

者
は
、
4
、
7
4
3
人
こ
れ
に
対
し
て

入
会
率
は
5
2
・
7
％
で
依
然
低
い
組

織
率
で
す
。
特
に
都
市
部
で
の
加
入
率

が
低
い
よ
う
で
す
。
ま
た
新
た
な
施
設

で
の
役
山
の
発
掘
、
心
者
会
の
発
足
が

進
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
の
解
決
が
急
が

れ
ま
す
。

心
音
の
増
加
に
対
し
て
組
織
率
は
低

く
2
、
0
0
0
名
を
超
す
患
者
が
依
然

非
会
員
で
あ
り
会
活
動
の
お
お
き
な
課

題
で
す
。

そ
こ
で
平
成
4
年
4
月
組
紋
強
化
月

間
に
向
け
て
本
年
3
月
発
行
ど
う
じ
ん

3
8
号
（
会
員
拡
大
版
）
　
を
道
内
全
透
析

患
者
に
配
付
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
に
よ
り
沢
山
の
会
尺
の
加

入
の
促
進
を
は
か
り
た
い
も
の
で
す
。

㈱
　
広
報
活
動
に
つ
い
て

今
年
度
は
、
機
関
紙
“
ど
う
じ
ん
”

を
5
回
発
行
し
ま
し
た
。
会
の
動
き
、

社
会
・
福
祉
の
動
き
、
会
員
の
投
稿
、

資
料
、
広
報
貝
通
信
、
特
集
、
各
プ
ロ
ッ

ク
の
活
動
、
透
析
生
活
に
聞
す
る
法
科
・

情
報
な
ど
を
掲
載
、
そ
の
内
容
充
実
に

つ
と
め
ま
し
た
。

特
に
第
3
8
ロ
イ
は
全
日
拡
大
特
姓
と
し

て
道
内
の
全
心
有
に
配
布
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
広
報
に
つ
い
て
は
、
「
全
腎

協
」
「
遥
析
ラ
イ
フ
」
そ
し
て
役
員
に
対

し
て
は
「
今
月
の
情
報
」
「
情
報
コ
ン
フ
イ

テ
ィ
ン
シ
ャ
ル
」
　
「
事
務
局
ニ
ュ
ー
ス
」

な
と
の
配
布
に
努
め
ま
し
た
。

㈲
　
各
種
学
習
会
に
つ
い
て

遺
腎
協
は
、
会
発
足
以
来
一
m
し
て

「
こ
れ
以
上
腎
臓
病
患
者
を
増
や
さ
な

い
」
「
会
l
・
1
の
医
療
知
孜
向
上
」
の
た
め



に
独
自
の
活
動
と
し
て
、
毎
年
床
療
講

演
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
3
年
度
は
6
月
2
日
、
札
椀
市

に
お
い
て
棒
会
記
念
講
演
「
腎
移
植
の

状
況
と
今
後
の
展
望
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
市
立
札
幌
痛
院
腎
移
枯
科
の
平
野
哲

夫
先
生
を
招
聴
し
て
閲
催
さ
れ
ま
し
た
。

移
柿
の
条
件
∵
H
L
A
型
の
適
合
・
新

し
い
免
疫
抑
制
剤
生
新
率
な
ど
移
柿
に

闇
す
る
病
態
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
、

大
変
判
り
易
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
悪

者
会
n
・
家
族
約
1
1
6
名
が
参
加
さ

れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

ま
た
1
1
月
1
0
日
は
、
前
日
の
フ
ロ
ッ

ク
会
議
に
引
き
絞
き
役
n
研
修
会
が
閲

伸
さ
れ
ま
し
た
。

「
社
会
福
祉
8
法
改
正
と
今
後
M
S

W
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
　
と
い
う
テ
ー

マ
で
札
幌
北
成
病
院
の
M
S
W
大
聖
由

利
子
さ
ん
に
講
師
を
し
て
必
き
ま
し
た
。

メ
テ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
は
ま
た
コ
ー
ル
ト
プ
ラ
ン
と
は
と
長

時
糊
に
．
旦
り
大
変
好
評
で
し
た
。

㈹
　
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
活
動

に
つ
い
て

今
年
度
の
組
織
状
況
は
会
日
数
2
、

5
′
1
4
名
、
フ
ロ
ッ
ク
2
1
と
な
っ
て
い

ます。

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
活
動
と
し
て
は
、

各
種
の
講
演
会
、
学
習
会
、
ま
た
ボ
ウ

リ
ン
グ
、
登
山
、
炊
事
遠
足
、
花
見
、

食
事
会
な
ど
の
会
員
の
親
睦
、
交
流
を

図
る
催
し
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
会
費
以
外

の
活
動
費
金
の
財
政
の
確
保
に
積
極
的

に
努
め
、
花
火
・
正
月
飾
り
販
売
、
室

蘭
で
は
祭
典
へ
の
出
店
、
釧
路
で
の
年

封
状
印
刷
斡
旋
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
苦
心
・

工
夫
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
・
各
施
設
患
者
会
と
も

役
H
の
後
継
者
不
足
や
高
齢
化
ま
た
未

加
入
患
者
を
加
入
さ
せ
る
、
透
析
ベ
ッ

ト
不
足
な
ど
沢
山
の
問
題
を
か
か
え
て

い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
未
加
入
患
者
、
無
関
心
心
者

を
い
か
に
心
音
会
に
参
加
さ
せ
て
行
く

こ
と
が
最
重
要
課
題
で
す
。

㈱
　
他
の
団
体
と
の
連
携

に
つ
い
て

北
海
道
無
病
運
の
中
で
腎
臓
柄
部
会

と
し
て
、
難
病
連
主
催
の
各
行
事
、
各

処
会
に
租
極
的
に
参
加
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
洞
爺
湖
で
閲
催
さ
れ
た
全

道
鮎
会
に
は
、
「
長
期
透
析
に
よ
る
合
併

症
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
札
幌

医
科
大
学
第
二
内
科
講
師
の
浦
信
行
先

生
に
ご
講
演
を
し
て
戴
き
ま
し
た
。
全

道
か
ら
1
0
0
余
名
の
参
加
が
あ
り
ま

した。さ
ら
に
、
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
の

相
当
数
が
、
難
病
適
の
各
地
方
支
部
の

役
只
を
務
め
、
遺
か
ら
の
難
病
検
診
や

難
病
連
の
活
動
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

㈱
　
全
腎
協
第
2
2
回
総
会
実
行

委
員
会
開
催

述
腎
協
独
自
の
実
行
委
員
会
が
8
月

2
4
日
、
2
5
日
の
両
日
札
幌
市
で
2
6
名
の

出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
の
全
腎
協
総
会
の
V
T
R
を
見
た

り
、
宿
泊
会
規
・
総
会
会
場
の
下
見
等
、

熱
心
に
討
論
し
て
い
ま
し
た
。

又
、
1
1
月
2
4
日
は
、
全
腎
協
と
の
第

一
回
尖
行
委
出
会
が
開
催
さ
れ
、
典
体

的
な
役
割
分
担
や
総
会
の
概
要
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
全
道
各
地
か
ら
実
行
委

H
が
2
8
名
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

3

　

お

わ

り

に

こ
の
1
年
間
の
活
動
は
全
国
的
に
も

医
療
・
福
祉
、
社
会
保
険
制
度
を
め
ぐ

る
環
境
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
中
で

現
在
の
施
策
、
制
度
を
い
か
に
守
っ
て

い
く
か
「
腎
疾
患
総
合
対
策
し
を
ど
う

推
進
し
て
い
く
か
に
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

本
道
で
は
昨
年
5
例
の
死
体
腎
移
植

が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
本

道
独
自
の
腎
移
植
壷
自
室
や
北
海
道
臓

器
移
植
連
絡
協
議
会
な
ど
が
発
足
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
の
腎
移
植

体
制
の
一
層
の
強
化
が
行
わ
れ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
に
は
腎
バ
ン
ク
へ
の

提
供
登
録
者
が
今
の
1
0
0
倍
の
登
録

が
必
要
で
す
。
ま
ず
、
身
近
な
人
、
回

り
の
人
の
提
供
登
録
か
ら
始
め
た
い
も

の
で
す
ゥ

全
道
的
に
見
ま
し
て
も
役
員
の
後
継

者
不
足
、
介
護
問
題
、
通
院
交
通
費
問

題
等
諸
事
情
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
く
、

一
人
一
人
の
問
題
と
し
て
よ
り
一
層
の

団
結
と
協
力
で
、
困
難
を
乗
り
越
え
、

今
後
の
患
者
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

ーつ。



科　　　　目 僣3年予算 買9D霾亥｢�％ 儖X����������ﾖﾂ�

会　　　議　　　費 �1，440，000 ���3�S��3Sビ�80．5 ��

幹　事　会　費 鉄���3����387，243 都x�CB�4月開催 

運営委員会費 鼎���3����227，706 鉄x�C��9月、3月開催 全道魂会他 

編集香fl会費 �#��3����8，520 鼎(�Cb�

全腎協参加費 鼎���3����348，162 塔x�C��

難病連参加費 ��#��3����186，956 ��SX�Cr�

負　　　担　　　金 �4，740，000 滴�3Ss(�3#s��90．5 ��

加盟分担金 �3s(�3����358，000 涛h�C"�雑病連 

全国会負担金 滴�33c��3����4，214，270 涛h�CR�全腎協 

解　　　禁　　　費 �2，742，000 �(�3cs(�3�cR�97．4 ��

総　　会　　費 �800，000 田ォ�3S湯�85．6 亳8粂��ｾｨ��檍�ｩN��ﾂ�

機　関　郷：費 ���33���3����1，349，579 ���8�C��

活　　動　　費 田���3����621，887 ���8�Cb�

広報員活動費 鼎(�3����16，000 �3��C��

事　務　局　運　営　費 �4，122，000 滴�3����3SCr�99．2 ��

通　　信　　費 �200，000 ��Sx�3ピ2�78．9 ��稲��9�ﾂ��Y�i{��ﾂ�

事務用　品費 �#���3����149，163 都H�Cb�

新聞＝図二丼費 �����3����51，400 鉄��CB�

交　　通　　費 ��c��3����177，270 �����C��

家　　　　　賃 田���3����622，000 ���8�Cr�

砥　　活　　料 ��c��3����126，528 都��C��

雑　　　　　費 �����3����100，266 �����C2�

水道光熱費 �����3����94，540 涛H�CR�水道、磁気、ガス 

備　　品　　費 �#���3����230，479 ���X�C"�コピーリース他 労災保険料 

慶　　弔　　費 �����3����20，740 �#��Cr�

事務局手　当 ���3�#��3����2，113，000 �����C��

法定福利費 鉄��3����16，288 �3(�Cb�

退職給与引当金 �#3(�3����232，000 �����C��

予　　　備　　　費 �11，703 ���0．0 ��

次　期　繰　．越 � 鼎S��3#��� ��

合　　　　　計 �13，055，703 ��(�3鉄(�3sS��99．2 ��
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平成3年度一般会計決算報告
自　平成3年4月1日
至　平成4年3月31日

科　　　　目 買9D騏ﾈ蠅�H3年決算 ��2�備　　　　　　考 

会　　　　　　費 ����3c���3����10，370，110 涛x�Cb�2，544名 

配　分　交　付　金 涛S��3����954，000 涛��Cb�道の助成金 

国会請願募金 都S��3����718，756 涛X�C��道腎協分 どうじん広告料 

寄　　附　　金 �����3����300，000 �3���C��

物　品　販　売　益 ��S��3����125，445 塔8�Cb�

広　　告　　料 鉄��3����70，000 ��C��C��

雑　　　収　　　入 �����3����74，736 都H�Cr�受取利息他 

′ト　　　　計 ��(�3s�h�3����12，613，047 �� 

前　期　繰　越 �33��3s�2�339，703 �� 

合　　　　計 ��8�3�SX�3s�2�12，952，750 涛��C"� 

平成3年度特別会計決算報告
自　平成3年4月1日
至　平成4年3月31日

科　　　　　　目 買9D騏ﾈ蠅�H3年決算 �4X��������������wb�

ブロ　ック育成費 鉄���3����580，000 ��9�Hｺh.h.��

キャンペーン売上金 �#S��3����205，350 ��

募　　　金　　　箱 �����3����58，627 ��

雑　　　収　　　入 ����3����2，772 假8靖y��y�ﾂ�

前　　期　　繰　　越 ���8�3鉄R�183，955 ��

A　　　　　計 ���3�#8�3鉄R�1，030，704 ��

科　　　　　目 買9D騏ﾈ蠅�H3年決算 �4X��������������wb�

ブ　ロ　ック　会　議 鉄���3����454，948 ��

用　品　賦　入　代 �3���3����250，476 ��

雑　　　　　　　　費 鉄��3����24，120 價ﾙ�y�2�

臓　器移　植：韮∵金 �����3����60，000 ��

予　　　備　　　費 ��s8�3鉄R�0 ��

次　　期　　繰　　越 ��241，160 ��

合　　　　　計 ���3�#8�3鉄R�1，030，704 ��

－8－



平成3年度全国総会積立金決算報告
自　平成3年4月1日
至　平成4年3月31日

科　　　　　　目IH3年予算 僣3年決拾 �4X��������������wb�

次　期　練　越 �8�3SSX�3s澱�3，555，796 冰云i)仞��

受　取　利　息 鉄��3����59，328 ��

寄　　　fif　　　金 ��ﾂ�150，000 ��

合　　　　　計 �8�4t��3s澱�3，765，124 ��

科　　　　　　　　目 買9D騏ﾈ蠅�H3年決算 �4X����������������wb�

実　行　委　n　会　費 鉄���3����326，908 嶋ﾈ貶ｺ緯2�

次　期　繰　越 �8�3��X�3s澱�3，438，216 ��

A　　　　　計 �8�3c�X�3s澱�3，765，124 ��

平成3年度15周年記念事業積立金決算報告
自　平成3年4月1日
至　平成4年3月31日

科　　　　　　　　目 買9D騏ﾈ蠅�H3年決算 �4X����������������wb�

郵　　便　　貯　金 ���3����3��B�1，019，914 ��

受　政　利　息 ����3����15，052 ��

合　　　　　計 ���3�#��3��B�1，034，966 ��

※15周年記念事業相立金の次期繰越金は1，034，966円

会計監査報告

平成3年度決算書に基づき、関係帳簿、領収書、預金通

帳等を厳正に精査した結果、決算書の通り相違なく、いず

れも正確、妥当である事を報告いたします。

平成4年3月31日

会計監査　永　田　和　之　⑳

〝　　安　江　良　和　⑳

一9－



平
成
4
年
度
活
動
方
針
（
案
）

1
　
は
じ
め
に

政
府
は
今
年
4
月
1
日
よ
り
、
社
会

保
険
診
療
報
酬
　
（
医
療
費
）
　
を
改
定
し

ま
し
た
。
新
た
に
　
「
慢
性
維
持
透
析
患

者
医
学
管
理
料
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

血
液
検
i
、
生
化
学
検
査
な
ど
の
検
査

は
何
度
実
施
し
て
も
一
定
の
額
を
月
に

一
度
し
か
霊
定
で
き
な
い
仕
組
み
（
定

鎮
制
）
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
一
部
の
透
析
施
設
で
は
、
こ
れ
ま
で

よ
り
検
査
回
数
が
減
ら
さ
れ
た
り
、
必

要
な
検
査
を
行
わ
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
、
病
状
の
悪
化
や
合
併
症
の
発
見

が
遅
れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
医

療
費
の
節
減
の
一
兎
で
あ
り
、
屯
大
な

間
留
を
含
ん
で
い
ま
す
。
私
達
が
更
に

危
但
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
こ
の

定
額
性
が
透
析
医
療
全
体
に
拡
大
さ
れ

る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ

な
み
に
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
の
再
使
用
問

題
や
透
析
時
間
短
縮
等
．
私
達
に
と
っ

て
大
問
題
と
な
り
絶
対
に
認
め
る
■
武
に

は
い
き
ま
せ
ん
。

福
祉
8
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
方
自

治
体
に
福
祉
の
権
限
が
委
譲
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
方
自

治
体
で
は
ま
だ
そ
の
体
制
が
整
っ
て
い

る
所
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
年

度
か
ら
も
よ
り
地
域
活
動
の
重
要
性
を

増
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
達
は
　
「
い
つ
ど
こ
で
で
も
誰
で
も

透
析
を
受
け
ら
れ
る
」
　
こ
と
を
運
動
方

針
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
国
民
総
医
療
費
の
増
額
の
中
、
高
額

医
療
費
を
使
い
、
毎
年
増
え
続
け
る
透

析
患
者
の
医
療
費
問
題
は
更
に
深
刻
な

状
況
で
す
。

昨
年
は
5
例
の
死
体
腎
移
植
が
あ
り

ま
し
た
が
ま
だ
ま
だ
移
植
希
望
者
の
要

望
の
通
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
今
後
更

に
腎
提
供
運
動
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

将
来
に
亘
り
、
安
心
し
て
透
析
治
療

が
受
け
ら
れ
る
社
会
を
作
る
た
め
に
も

困
難
な
活
動
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
遺
腎
協
で
は
腎
臓
病

疾
患
の
医
療
や
生
活
を
守
る
た
め
の
切

実
な
願
い
の
実
現
を
め
ざ
し
、
今
年
も

運
動
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

2
　
全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

①
　
「
腎
移
植
推
進
月
間
」
　
成
功
の
た

め
、
患
者
の
立
場
か
ら
、
全
力
を
あ

げ
て
取
り
組
み
、
腎
バ
ン
ク
登
録
者

拡
大
の
た
め
、
第
1
2
回
全
回
〓
斉
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

②
　
「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
　
の
早
期
確

立
を
目
指
し
、
全
腎
協
2
2
次
国
会
請

願
署
名
募
金
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

伽
　
全
腎
協
の
役
員
と
し
て
2
名
を
送

り
、
そ
の
運
営
に
協
力
し
ま
す
。

④
　
有
料
道
路
料
金
の
身
体
撞
審
者
割

引
制
度
を
内
部
障
密
着
へ
の
適
用
範

囲
拡
大
を
実
現
す
る
た
め
、
引
き
続

き
請
願
署
名
等
関
係
方
面
へ
の
働
き

か
け
を
進
め
ま
す
。

⑤
　
1
R
・
私
鉄
の
身
体
障
害
者
割
引

制
度
の
距
離
制
限
を
撤
廃
す
る
運
動

を
進
め
ま
す
。

⑥
　
医
療
福
祉
に
関
す
る
全
国
的
な
問

題
に
対
し
て
、
全
腎
協
と
共
に
運
動

を
進
め
ま
す
。

⑦
　
第
2
2
回
全
腎
協
総
会
北
海
道
大
会

に
全
会
員
協
力
の
も
と
、
成
功
さ
せ

る
よ
う
務
め
ま
す
。

3
　
道
内
活
動
の

取
り
組
み

①
　
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
要
望
事
項

実
現
の
た
め
、
関
係
機
関
に
対
し
て
、

陳
情
二
軍
諸
行
動
を
行
い
ま
す
。

②
　
「
腎
疾
患
対
策
委
員
会
」
　
成
立
運

動
を
進
め
ま
す
。

③
　
北
海
遥
遠
析
医
会
、
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
な
ど
と
の
連
携
や
交
流
を
深
め

ま
す
。

⑥
　
「
腎
移
植
推
進
月
間
」
　
成
功
の
た

め
、
北
海
道
密
バ
ン
ク
・
道
・
市
町

な
と
と
の
連
携
を
強
め
、
腎
提
供
登

録
者
拡
大
運
動
を
進
め
ま
す
。

⑨
　
平
成
6
年
度
道
腎
協
総
会
を
札
幌

以
外
で
開
催
し
ま
す
。

⑥
　
道
難
病
連
と
の
連
携
を
強
め
J
P

C
の
国
会
請
願
署
名
・
募
金
運
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

4
　
組
織
・
財
政
・

広
報
活
動
に

つ
い
て

①
　
全
腎
協
の
　
「
組
織
強
化
月
間
」
　
に

協
力
し
て
、
役
員
・
活
動
家
の
養
成

と
乗
組
績
病
院
患
者
会
の
加
入
促
進

に
務
め
ま
す
。

②
　
フ
ロ
ッ
ク
活
動
を
強
化
す
る
た
め

に
、
組
織
内
交
流
を
し
、
道
腎
協
か

ら
の
協
力
活
動
を
進
め
ま
す
。

③
　
運
営
委
員
会
・
プ
ロ
ッ
タ
会
議
・

編
集
委
員
会
の
定
期
開
催
に
務
め
ま

す。
ま
た
、
道
腎
協
の
役
員
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

④
　
会
H
を
2
、
6
0
0
人
と
す
る
こ
と

を
目
標
に
組
縫
泰
向
上
に
務
め
ま
す
。

⑤
　
健
全
財
政
確
立
の
た
め
、
会
費

納
入
の
充
実
、
販
売
活
動
を
行
な
い

ます。

⑥
　
臓
器
移
植
基
金
の
た
め
、
募
金
箱

運
動
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

⑦
　
腎
臓
病
に
関
す
る
知
識
の
向
上
の

為
、
本
の
腋
売
普
及
を
行
い
ま
す
。

⑧
　
機
関
紙
“
と
う
じ
ん
吋
　
の
年
5
回

の
発
行
と
　
「
今
月
の
惰
報
」
　
の
発
行

に
務
め
ま
す
。

㊥
　
事
務
局
体
制
の
整
備
と
強
化
を
は

か
り
ま
す
。



科　　　　目 僣3年決算 買ID騏ﾈ蠅�構成比 儖X����������ﾖﾂ�

会　　　議　　　費 �1，158，587 涛���3����6．9 ��

幹　事　会　費 �3ベ�3#C2�500，000 �8�C��旅費・資料費・会場費 

運営委員会費 �##x�3s�b�200，000 ���CR�旅費・資料費・会場費 

編集委員会費 嶋�3S#��20，000 ���C"�幹事会 

全腎協参加費 �3C��3�c"�120，000 ���C��

難病連参加費 ��ド�3鉄b�70，000 ���CR�全道亜会 

負　　　担　　　金 �4，572，270 店�3�3��3����38．0 ��

加盟分担金 �3S��3����358，000 �(�Cr�難病連 

全国会負担金 滴�3#�H�3#s��4，680，000 �3X�C2�2，600名×1，800円 

事　　　業　　　費 �2，672，065 �(�3鼎(�3����21．5 ��

事 ��ﾘ����檍����N��684，599 塔���3����6．0 亳8粂ﾌ8�X檍�ｩN��Y{yN��

機　関　雑　費 ���33C��3Ss��1，400，000 ����C��運送費込 

活　　動　　費 田#��3ャr�700，000 店�C"�2，000円×21 

広報員活動費 ��h�3����42，000 ���C2�

務局　運営　費 滴�3����3SCr�4，424，000 �38�C"� 

通　　信　　費 ��Sx�3ピ2�190，000 ���CB�切手代他 52，000円×12 

事務用　品費 ��C��3�c2�170，000 ���C"�

新聞図苦費 鉄��3C���80，000 ���Cb�

交　　通　　費 ��sx�3#s��200，000 ���CR�

家　　　　　賃 田#(�3����624，000 滴�Cr�

′裏　　話　　料 ��#h�3S#��150，000 ���C��振替料他 

雑　　　　　費 �����3#cb�100，000 ���Cr�

水道光熱費 涛H�3SC��120，000 ���C��

備　　品　　費 �#3��3Cs��300，000 �(�C2�

慶　　弔　　費 �#��3sC��30，000 ���C"�

事務局手　当 �(�3��8�3����2，400，000 ����C��

法定福利　費 ��h�3#モ�20，000 ���C"�

退職給与引当金 �#3(�3����40，000 ���C2�

予　　　備　　　費 �0 田��3#��� ��

次　期　繰　越 �458，281 ��ﾂ� ��

A　　　　　計 �12，952，750 ��8�33�(�3#��� ��
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平成4年度一般会計決算予算（案）
自　平成4年4月1【－】
室　平成5年3月31円

科　　　　　目 買9D餮ﾘ鰒ﾄオD�?�E��俔ﾉ�ﾉNB�備　　　　　考 

会　　　　　　費 ����33s��3���*#��3�#��3����嶋+���CR�2，600名×弟200円 

配　分　交　付　金 涛X+���3����954，000 度�CR�道の助成金 

国会．；l‘哺拡金 都���3sSb�700，000 店�Dｦﾂ�基金の道腎協分 物品、木の販売 

寄　　附　　企 �3���3����100，000 ���C��

物　品　戯　克　益 ��#X�9gｶ迭�150，000 ���C"�

広　　　′fニ　　料 都��3����50，000 ���32�どうじん広告料 

雑　　　収　　　入 都H�3s3b�50，000 ���C2�受取利息他 

小　　　　計 �� �����C�� 

刑　期　繰　越 �33��3s�2�458，281 �� 

合　　　　計 ��13，382，281 ��－ 

平成4年度特別会計予算（案）
自　平成4年4月1日
至　平成5年3月31日

科　　　　　　目 買9D霾亥｢�H4年予算 �4X��������������wb�

ブロ　ック育成費 鉄���3����580，000 ��9�Hｺh.h.��

キャンペーン売上金 �#�X�33S��200，000 �4ﾈ88987��ｸ99w�V��

募　　　金　　　箱 鉄��3c#r�70，000 ��

雑　　　収　　　入 �(�3ss"�2，000 假8靖y��y�ﾂ�

前　　期　　繰　　越 ���8�3鉄R�241，160 ��

合　　　　　計 ���3�3��3s�B�1，093，160 ��

科　　　　　　目 買9D霾亥｢�H4年予算 �4X��������������wb�

ブ　ロ　ック　会　議 鼎SH�3鼎��500，000 几yN��X檍�ｩN��

250，476 �3���3����テッシュ・風船他用晶 

雑　　　　　　　　費 �#H�3�#��50，000 價ﾙ�y�2�

臓　器移柿　基　金 田��3����70，000 ��

予　　　備　　　費 ���173，160 ��

次　　期　　繰　　越 �#C��3�c��－ ��

合　　　　　計 ���3�3��3s�B�1，093，160 ��
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平成4年度全国総会積立金予算（案）
自　平成4年4月1日

（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至　平成5年3月31日

科　　　　　目 買8ﾈ飴b�H4予算 �4X����������������wb�

前期繰越金 �8�3SSX�3s澱�3，438，216 冰云i)仞��

受　取　利　息 鉄��33#��60，000 ��

寄　　付　　金 ��S��3����50，000 ��

雑　　収　　入 ��ﾂ�340，000 �.亥(ﾆｸ���ﾘ檍檍�ｨ6�5��2�

A　　　計 �8�3scX�3�#B�3，888，216 ��

科　　　　　目 買8ﾈ亥｢�H4予算 �4X����������������wb�

旅費補助金 ��ﾂ�2，500，000 �&饑ｸ7X8ﾘ6(4陞�YZ｢�

バ　　ス　　代 ��ﾂ�900，000 �.亥(ﾆｸ��檍�ｨ���)[ﾈｺh�Y�9n(ｺh�｢�檍�ｨ��:y�ﾘ郢�ﾒ�

実行委員会費 �3#h�3����－ ��

雑　　　　　費 ��ﾂ�100，000 倆9~x�佰�zﾈ檍�ｨ�Xｨ�:餒�4ｸ,儂��

予　　備　　費 ��ﾂ�388，216 ��

次　期　繰　越 �8�3C3��3#�b�－ ��

合　　　計 �8�3scX�3�#B�3，888，216 ��

平成4年度15周年記念事業積立金予算（案）
自　平成4年4月1日

（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至　平成5年3月31日

†丁　　　　　目 僣3決算 買Iuﾈ蠅�摘　　　　　　　要 

fi期　繰　越 ���3����3��B�1，034，966 �)�讖)仞��

・取　利　息 ��X�3�S"�10，∝船 ��

合　　　計 ���3�3H�3田b�1，銅4，966 ��
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⊂＝二幸成4年度役員候補者（案□
【運　営　委　員　会】

役職名 倩�������kﾂ�ブロック名 

会　　　　長 舒(��ﾞ���������（札　幌） 

副　会　長 卞���圷��$(��Wb�（苫小牧） 

ノ／ ��8��68������ﾔ��（釧　路） 

〝 凭���m���ﾅｸ��蔗�（札　幌） 

／／ �,8��68���8����（小　樽） 

事　務　局　長 冏���皐������Tb�（札　幌） 

事務局次長 ��ﾈ���ｨ��{(��躋�（札　幌） 

運　営　委　員 亶ｸ��gｸ��ﾔH�����（札　幌） 

ヤ ������������tR�（札　幌） 

〝 俚(��:���逸��Oﾂ�（札　幌） 

〝 俚(��:���y���ﾌR�（室　蘭） 

／／ ��ﾉm偉ｸ��{(��H��（北　見） 

〝 冩h��gｸ������爾�（旭　川） 

／／ �,ｸ��gｸ��ｶ���Tb�（十　勝） 

／／ �68��(h���ﾘ��Wb�（道　南） 

会　　　　計 ��ｨ��gｸ��;���u��（札　幌） 

【幹　　事　　会】

役職名 倩�������kﾂ�ブロック名 

幹　　　　事 俚(��:���uH�����（札　幌） 

〝 冩h�������8��爾�（札　幌） 

〝 倅����(��������（札　幌） 

〟 俤h��:���耳�����（′ト　梯） 

／／ 俚(��:���葈��Wb�（旭　川） 

〝 �8��'ﾈ��{(����（稚　内） 

〝 僮h��m�������yﾒ�（留　萌） 

ヤ 僮(��ｮ(���ﾘ����（道　南） 

／／ ��ｨ��68��k���ﾏR�（苫小牧） 

ノ／ 俘x��68������ﾕr�（室　蘭） 

／／ ��（滝　川） 

／／ �ｨ��ﾞ���u(ｴ儻b�（十　勝） 

〝 仆H��gｸ������ｭ��（釧　路） 

役職名 倩�������kﾂ�ブロック名 

幹　　　　事 侏H��68��ﾔｸ��爾�（網　走） 

／／ �H���8������l��（紋　別） 

〝 �ｨ��68��Y�����（北　見） 

〝 倅���葺�����u��（夕　弓長） 

／／ �����:���L���ﾔｲ�（岩見沢） 

〝 ��（江　別） 

〝 冦���>���uH��Eb�（浦　河） 

〝 �ｨ��68��f������（根　茎） 

〝 �$ｨ��mｨ������繒�（千　歳） 

／／ ��ﾘ��68���������（深　川） 

会　計　監　査 ����68������Eb�（札　幌） 

〟 ����ﾕﾘ��|x�����（旭　川） 

【編　集　委　員　会】

【全腎協派遣役員】

ブロック代表 廣　岡　達　夫

幹　　　　事 佐　藤　利　国

【道難病連派遣役員】

役職名 倩�������kﾂ�ブロック名 

理　　　　事 冏���皐������Tb�（札　幌） 

評　議　員 凭���m���ﾅｸ��蔗�（札　幌） 

／／ �,8��68���8����（小　樽） 

〝 冩h��gｸ������爾�（旭　川） 

〟 �8�����������tR�（札　幌） 

〝 俚(��:���y���]��（室　蘭） 

事業資金委員 ��ﾈ���ｨ��{(��躋�（札　幌） 
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平成4年度　スローガン

1．腎臓病の研究、予防、治療の「腎疾患総合

対策」の確立を．／

2．北海道に「腎疾患対策委員会」設置を／

3．慢性腎炎患者の公費負担を．／

4．腎バンク登録の拡大を／

5．働ける腎臓病患者に社会復帰の道を．／

6．内部障害者に有料道路の割引適用を．／

7．人工腎臓の診療報酬は透析医療体制確保の

保障を／

8．強固な組織、2，600人の道腎協を／

ー15－



総　会　宣　言

私達、道腎協は結成以来、幾多の困難を乗り越え、仲間と共に腎疾患対

策と福祉施策の前進をめざして、運動を進めてきました。

医療関係者の努力、医療機器の性能向上、福祉施策の充実等によりいま

や透析治療は社会復帰をめざす医療として安心して透析治療が受けられて

いました。

しかし、今年4月1日の医療費改定で人工透析患者に対し新たに「慢性

維持透析患者医学管理料」が設けられ、血液検査、生化学検査などの検査

は、何度実施しても一定の額を月に一度しか算定できない仕組み（定額制）

になりました。このような定額制が透析治療全般に拡大されないよう、こ

れからの運動が重要になってきます。

高齢透析患者の増加、長期透析による合併症、重症化や高齢化による要

介護問題、医療費の増加や供給体制への不安など困難な問題が山積みして

います。

また、福祉法改正により、今後は地方自治体へ権限が移され、より一層

の地域患者会の活動が重要視されます。

今、日本の医療、福祉は効率・経済優先の施策によって医療・福祉の質

は低下する方向です。

私達は、将来に亘って安心して生活できるよう要望し、会員・家族一致

団結して運動を進めます。

平成4年7月19日

北海道腎腺病患者連絡協議会

第15回総会
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第
1
粂
（
名
称
・
所
在
地
）

本
会
の
名
称
は
、
北
海
道
腎
臓
病

患
者
連
絡
協
議
会
（
略
称
造
幣
協
、

以
下
本
会
と
略
す
）
と
し
、
全
国
腎

臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
に
加
盟
す
る
。

第
2
粂
（
目
的
）

本
会
の
目
的
は
、
次
の
各
事
項
と

する。
l
、
す
べ
て
の
腎
臓
病
患
者
相
互
の

経
験
交
流
と
親
睦
を
図
る
。

2
、
腎
臓
病
治
療
と
予
防
の
た
め
の

医
療
体
制
お
よ
び
研
究
体
制
の
充

実
・
向
上
を
め
ざ
す
。

3
、
腎
臓
病
患
者
・
家
族
の
医
療
と

生
活
の
権
利
を
守
り
、
真
の
社
会

保
障
制
度
の
確
立
を
め
ざ
す
。

第
3
粂
（
事
業
）

本
会
は
第
2
条
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
次
の
か
か
げ
る
諸
活

動
を
お
こ
な
う
。

l
、
腎
臓
病
患
者
の
医
療
と
生
活
を

守
り
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
法
的
、

行
政
的
、
医
学
的
要
求
を
関
係
諸

機
関
に
働
き
か
け
る
。

2
、
必
要
な
資
料
・
情
報
の
収
集
と

作
成
。

3
、
機
関
紙
誌
発
行
と
配
布
。

4
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
組
綴
問
の

交
流
。

5
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
組
紐
の
強

化
と
未
組
織
患
者
会
の
組
織
化
。

6
、
他
の
患
者
・
障
窓
者
組
縦
な
ど

必
要
な
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
。

7
、
そ
の
他
、
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
諸
活
動
。

第
4
粂
（
組
織
）

本
会
は
、
腎
臓
病
患
者
お
よ
び
そ

の
家
族
を
主
た
る
構
成
R
と
す
る
患

者
組
織
で
構
成
さ
れ
る
連
絡
協
漉
会

と
す
る
。

ま
た
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

個
人
・
団
体
（
特
別
会
n
）
　
の
参
加

を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

第
5
粂
（
機
関
）

本
会
に
は
次
の
機
関
を
お
き
、
そ

の
運
営
は
合
議
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

l

、

総

　

　

　

会

2
、
幹
　
事
　
会

3
、
運
営
委
員
会

第
6
粂
（
総
会
）

総
会
は
，
本
会
の
協
議
、
議
決
機

関
で
あ
っ
て
、
毎
年
1
回
会
長
が
招

集
す
る
。
総
会
は
、
全
体
会
議
に
す

る
。
な
お
、
文
書
に
よ
る
発
言
も
で

き
る
。
総
会
で
は
、
次
の
準
項
を
協

議
決
窟
す
る
。

l
、
活
動
報
告
と
決
算
お
よ
び
会
計

監
査
報
枇
U
の
承
認
。

2
、
活
動
方
針
と
予
算
の
決
定
。

3
、
役
員
の
選
出
。

4
、
規
約
の
改
廃
。

第
7
粂
（
臨
時
総
会
）

加
盟
組
織
の
3
分
の
1
以
上
の
要

求
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
、
幹
雄

会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
臨
時

総
会
を
ひ
ら
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
8
粂
　
（
幹
事
会
）

幹
事
会
は
、
総
会
か
ら
総
会
ま
で

の
聞
、
総
会
の
決
定
に
も
と
づ
き
、

必
要
な
事
項
を
協
議
決
定
す
る
。

幹
事
会
は
、
会
長
・
副
会
長
・
事

務
局
長
・
運
営
委
員
・
幹
事
で
構
成

し
、
年
2
回
以
上
開
催
す
る
。

幹
事
会
は
、
会
長
が
招
鮎
す
る
。

幹
事
は
、
各
組
織
か
ら
推
薦
を
受
け

た
各
1
名
の
代
表
で
、
総
会
に
お
い

て
遽
出
さ
れ
る
。
そ
の
任
期
は
1
年

と
す
る
。
幹
事
会
の
決
定
は
、
次
の

総
会
に
報
告
し
、
承
認
を
受
け
る
。

邦
9
粂
（
運
営
委
n
会
）

運
営
委
n
会
は
、
総
会
・
幹
事
会

の
決
定
に
も
と
づ
き
、
本
会
の
運
営

に
黄
任
を
も
つ
執
行
機
関
で
あ
り
、

必
要
に
応
じ
て
開
催
し
、
会
長
が
招

触
す
る
。

運
営
委
員
会
は
、
運
営
委
員
で
構

成
す
る
。
運
営
委
出
会
に
は
必
要
な

専
門
部
を
お
く
。

運
営
春
日
会
の
活
動
は
、
次
の
幹

事
会
に
報
告
し
承
認
を
受
け
る
。

第
1
0
粂
（
役
員
）

本
会
に
は
、
次
の
役
員
を
お
く
。

役
員
は
総
会
で
選
出
す
る
。

会

　

　

　

長

　

　

　

　

　

l

名

副

　

会

　

長

　

　

　

若

干

名

事

務

局

長

　

　

　

　

　

l

名

事

務

局

次

長

　

　

　

　

　

l

名

運

営

委

員

　

　

　

若

干

名

会

　

　

　

計

　

　

　

　

　

l

名

幹

　

　

事

　

　

　

若

干

名

会

計

監

査

　

　

　

　

　

2

名

た
だ
し
、
役
員
の
兼
任
は
で
き
な

そ
の
任
期
は
1
年
と
す
る
。

な
お
、
本
会
に
相
談
役
、
顧
閲
を

お
く
こ
と
が
で
き
る
。
相
談
役
は
、

幹
事
会
、
運
営
委
員
会
に
対
し
、
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
顧
聞



は
、
本
会
の
求
め
に
応
じ
て
、
必
要

な
助
「
H
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
相

談
役
、
戚
周
は
運
営
委
艮
会
が
委
任

する。

第
1
1
粂
　
（
役
目
の
任
務
）

1
、
会
長
は
、
本
会
の
業
務
を
統
括

し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

2
、
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、

会
長
に
事
故
あ
る
場
合
は
、
そ
の

任
務
を
代
行
す
る
。

3
、
宰
務
局
長
は
、
事
務
局
の
業
務

を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
運
営
委

H
会
の
議
決
に
も
と
づ
い
て
、
そ

の
執
行
に
あ
た
る
。

4
、
運
営
委
H
は
、
運
営
委
n
会
を

構
成
し
、
活
動
方
針
の
立
案
お
よ

び
総
会
・
幹
事
会
の
議
決
し
た
業

務
の
執
行
に
あ
た
る
。

第
1
2
粂
（
本
務
局
）

本
会
に
事
務
局
を
お
く
こ
と
が
で

き
る
。
率
務
職
H
の
採
用
は
、
幹
事

会
で
決
定
す
る
。
碑
務
局
は
運
営
委

日
金
の
指
燕
の
も
と
に
本
会
の
業
務

を
執
行
す
る
。

（
事
務
局
手
当
）

事
務
局
長
、
事
務
職
貢
に
は
事
務

局
手
当
を
支
給
す
る
。
瑠
務
局
手
当

の
支
給
額
は
、
運
営
委
員
会
で
決
定

する。

（
退
職
金
手
当
）

退
職
金
支
給
規
定
に
よ
り
、
退
職

金
を
支
給
す
る
。
支
給
は
運
営
委
員

会
で
決
定
す
る
。

第
1
3
粂
（
財
政
）

本
会
の
財
政
は
会
費
・
寄
附
金
そ

の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
。

第
1
4
粂
（
会
費
）

本
会
の
会
費
は
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ

ク
・
組
織
の
構
成
員
1
名
に
つ
き
、

l
カ
月
3
5
0
円
と
す
る
。

（
内
訳
　
全
腎
協
1
5
0
円
、
道
腎

協
2
0
0
円
）

第
1
5
粂
（
会
計
年
度
お
よ
び
会
計
処
理
）

本
会
の
会
計
年
度
は
、
4
月
l
日

か
ら
翌
年
3
月
3
1
日
ま
で
と
す
る
。

第
1
6
粂
（
会
計
監
査
）

本
会
の
会
計
監
査
は
、
会
計
年
度

内
に
2
回
お
こ
な
う
。

第
1
7
粂
（
加
盟
お
よ
び
退
会
）

本
会
へ
の
加
盟
は
、
第
4
条
に
定

め
る
団
体
加
盟
を
原
則
と
し
、
運
営

委
員
会
の
謎
を
経
て
、
幹
事
会
、
総

会
の
承
諾
を
得
る
。

退
会
に
つ
い
て
は
、
加
盟
組
織
か

ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
運
営
委
n
会

の
承
認
を
得
る
。
運
営
委
員
会
は
、

幹
事
会
、
総
会
に
報
告
す
る
。

第
1
8
粂
（
附
則
）

1
、
こ
の
規
約
の
改
廃
は
総
会
で
お

こ
な
う
。

2
、
こ
の
規
約
は
総
会
で
決
定
後
直

ち
に
効
力
を
有
す
る
。

3
、
こ
の
規
約
に
よ
る
細
則
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

4
、
こ
の
規
約
は
平
成
元
年
5
月
2
8

日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

5
、
こ
の
規
約
は
平
成
2
年
5
月
2
7

日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

6
、
こ
の
規
約
は
平
成
3
年
6
月
2

日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。



文書発言用紙

氏名　　　　　　　1男・女l年齢1歳 

住所　〒 

電話　　　　l所属腎友会l 

規約第6粂により会員は文吉で意見を述べることができます。活動 

方針案等に対し、ご意見のある方はこの用紙にご意見を三巧いてお送り 

ください。 

（送付先：〒001札幌市北区北35粂西5丁目AMS南麻生308道腎協） 
7月10日必着 

意　見　書 



道腎協加盟組織一覧表
ｚ　　　　　　名 －Ｔ 住　　　　　　　　所 電　　話

札幌腎臓病忠者友の会 札幌市東区

小樽後志地方腎友会 小隋市

旭川地方賢女会

－一一

稚内地方賢女会

旭川市

097 稚内市中央４丁目11番6 g一　市立病院透析室内 0162-23-2771

一一一一一一一一一

01644-2-15闇留萌地方水無人腎友会 　077

一一一

　041

留萌市寿町１丁目　市立総合病院透析室内

道南腎臓病患者連絡II&議会
函館市美原２丁目13番8 g一

　　函館メディカルビル鳥居泌尿器町医院内
0138--16-5657

㎜　　㎜＝－

苫小牧つくし会 苫小牧市

室蘭地方腎友会 050 室蘭巾東町2- 1 -19
　　　　　　室蘭市障害者総合福祉センター内 01-13-45-68･19

腎交会滝川クリニック透析各'の会073 滝川市有明町２丁目4-45
　　　　　　腎友会滝川クリニック　透析室内 0125-24-2125

十勝地方腎友会
|帯広市　　　　　　　　　　　　　　　！

釧路地方腎友会 085　1釧路市川北４一17身体障害者裕圃:センター内 　015125-2012
－--－

　　　　　－－－

一一

北見地力腎友会 北見市
－　一一　　　‥一一
網走市

紋別郡遠軽町

オホーツク腎友会

紋別地方腎友会
一一一　－

　　－

夕張腎臓病友の会 夕張市

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一一一一

樺戸郡月形町岩　貼沢　腎　友　会

江別腎臓病患者会 069 江別西野幌町代々木町81の６　　　　　　　１
　　　　　　　　　渓もl会江別病院透析室内011 382 1111

　　　　　　　一浦河郡浦河町築地lj一日
　　　　　　　　　浦河町役場　心内裕之方.01‘162 2 2311浦河地区腎友会, 057

根室地方腎友会

ｆ　歳　腎　反　会

－－

根室市

　丁･歳巾　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　．＿＿

ｿﾞｦﾂﾞj15?16県10り･深川llf立総々病院透析室内016.12 2 UOl

　軋幌占北区北35条西５丁目1ｽﾞ9JIﾂﾞl有麻生308りnil7-170217

　東京都鳶:島区目白2－38－2　紫山会ビル　　103 39K5 7760

深　川　腎　父　会i 07-1

北海道腎ｉ病患肴連絡協議会

則刈腎臓病患者連絡協議会

001

　　－－
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